
第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 第２回武蔵村山市観光施策検討協議会 

開 催 日 時 平成２２年１１月１２日（金）午後２時から午後５時まで 

開 催 場 所 市役所３階 ３０１会議室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：溝尾良隆、高橋茂明、髙橋敏彦、古屋勤、小澤良一（鳥居武徳の代理）、

中西正樹、髙橋正美、髙橋昭、小林充子、宮澤聖和 

欠席者：佐保満和、乙幡清次、青柳真紀子、乙幡弘、鳴川和広 

事務局：市民生活部長、地域振興課長、地域振興課農政グループ主査、同グルー

プ主任、地域振興課産業振興グループ主任 

報 告 ⑴ 第１回観光施策検討協議会議事録について 

議 題 ⑴ 武蔵村山市の観光施策について 

⑵ その他 

結 論 

（決定した方針、残

された問題点、保留

事項等を記載す

る。） 

⑴ 武蔵村山市の観光施策について 

観光施策調査委託の報告に基づき検討を進める。 

⑵ その他 

  次回の協議会は、１２月２２日（水）午前１０時から行う。 

審 議 経 過 

（主な意見を原則
として発言順に記
載し、同一内容は一

つにまとめる。） 

 

○ 委 員 

● 事務局 

⑴ 武蔵村山市の観光施策について 

※ 事務局より、武蔵村山市の概要説明 

・ 日産工場の跡地について 

   中央部及び南部 真如苑 

北部 商業地区（イオンモール、わらべや、日産カーミナル）病院 

 ・ 市の南部 横田基地（自衛隊が移転する。） 

   農地は約２００ヘクタール（横田基地周辺に５０ヘクタールの調整地区） 

 ・ 東側 都営団地。   

・ 北側 狭山丘陵（野山北六道山公園） 

 ・ 市内には鉄道がなく、南に西武鉄道、東側に多摩都市モノレールがある。 

   市の中央に新青梅街道が通っている。 

・ 市の観光資源 

 村山温泉（かたくりの湯）、野山北・六道山公園 

   軽便鉄道跡（桜並木、トンネル）、観光みかん園（都内唯一）、村山大島紬、 

その他神社仏閣。 

○ 神社仏閣は、観光資源にはあまりならない、個人の古い建物はないのか。 

織物協同組合の建物は古いので観光資源になるのではないか。 

● 市内では、これといって古い建物はない。 

○ 神明社はどうなのか。 

● 資料に載せているのは、伝統的な行事である。 

○ 桜並木があるとのことだが、観光施策としてこれについて何か力をいれて

いるのか。 

○ 軽便鉄道の跡地の桜並木についてはどうか。 

● 観光施策は特にない。 

○ 桜まつりはどうか。 

● 約２０年前、桜祭りをしましたが３月に咲いてしまい、４月には散ってし

まったことから花の時期と合わなくなってしまい、その後は開催したことは

ない。 

● うどんの会をメインに市内の食べ物としてうどんをアピールしている。デ 

エダラまつりでは、うどんの大食い競争がある。 

○ うどんの会のメンバーは増えているのか。 

● メンバーはそれほど増えていないが、新聞にも取り上げられており市外か

らも食べに来ている。 



○ 各店により味が違うようだ。店により味のこだわりがあるので、食べ歩き

をしている方もいる。 

○ デエダラの張りぼては、まつり後はどうしているのか。 

● 毎年張り直している。 

○ 里山民家の屋根の葺き替えはどうなっているのか。 

● 東京都で新築したので当分葺き替えはないと思う。囲炉裏を使い燻してい

る。 

○ 山梨県では、Ｂ級グルメとか、ワインの店を渡り歩くために市内周遊バス

を出しているところがあり、コミュニケーションを図っているが、武蔵村山

市では何かしているのか。 

● スタンプラリー等を行っている。 

○ 武蔵村山市内を見ると住宅、工場、畑、丘陵等が身近にあるがなぜ、観光

に力を入れなければならないのか、市内にどんなメリットがあるのか、どこ

に焦点をおいているのか、奥多摩は、産業がないので観光に力を入れている。 

● 観光についてはそれなりに努力していますが、市内で頑張っている人に対 

し、市外にアピールしたい。 

○ 武蔵村山市の存在を市外の人に知ってもらうことも大事である。 

● そのとおりである。武蔵村山市の存在を市外の人に知ってもらいたい。市

内のブランドを育てて市内の産業をアピールしたい。 

○ 印象に残ることが必要である。また、市民が市を誇れるのかとの問題もあ

る。観光ポスターを作成し市外に貼るより市内に貼った方が効果のあったこ

ともある。市民は市内の実情がわかってないのではないか、市民が気づくこ

とが大事ではないか。市民が外に目を向けているのではないか、住んでいる

人のスタイルを大事にしたい。 

○ 小松菜の生産が都内生産の４～５位になっているので力を入れてほしい。 

○ 「るるぶ」という雑誌は、住民にアピールしているのが魅力的である。練

馬区の記事を特集したら実際には練馬区の住民の購読者が一番多かった。市

内のことを本にしたらどうか。北海道のトマムでは、ホテルの建設について

市外の人は批判的であったが、住民は自慢でき、自信を持てたと言っていた。 

○ 市民であっても知らないことが多い、市内の活性化には市民が直接かかわ

らねばならない。 

○ 市内にある直売所の場所がわかれば利用者が増えるのではないか。 

○ 実際のところ直売所の利用者は市民の方ばかりである、市外の方が利用す

るようにしなければならない。 

○ ウォーキングラリーに協力しているが、鉄道的に見ると、市でアピールで

きるものを作ってもらえれば協力できる。地域の方が盛り上がらなければな

らない。 

○ 市外に住んでいるが本市には桜並木があり、野山のアスレチックコースも

小学生等の子にはちょうど良いのではないか、汗をかいたら温泉にも入れる

し、そこをアピールすれば人が集まるのではないか。 

○ 狭山丘陵の動植物についての説明員はいるのか。 

● ボランティアの方がおり、軽便鉄道等の説明も行なっている。 

○ 市としては、うどんに魅力を感じているのか。 

● うどんのブランド化を図りたいと思っている。 

○ イオンモールではイオンモール渋滞と言われるほど人が集まる。アスレチ

ックには良く遊びに行ったし、みかん狩りも楽しめるのは魅力であると思う。 

○ 市では今後の観光施策をどう考えているのか。今後の進行はどうしていく

つもりか。商品について、農産物等の調査はどうか。道の駅の農産物は季節

ごとの量が揃わないと成り立たないが。 

● どういう人をターゲットにするか、交通量、周辺の人の流れ等をコンサル

タントに調査依頼し、今後の参考資料にしたい。 



○ かたくりの湯に来る人の意識調査はともかく、交通量調査は当にならない。

どんな商品を集められるか、野菜を安定的に集められるかが重要になる。 

○ 場所は給食センターを使うのか。 

● 場所についても何処が適地なのか調査を依頼する予定である。市長の意向

としては温泉を核とした観光施策となっているので、かたくりの湯が中心に

なると思われる。 

○ トイレがきれいでなければ、何かポイントを作れば良いのではないか。 

○ かたくり湯は改修できないのか。 

○ 給食センターの場所では、かたくりの湯と離れてしまうがどうなのか。歴

史民族資料館を移転することは出来ないのか。 

● 歴史民族資料館の建設には、防衛庁の補助金を使っているため移転するこ

とはできない。 

○ 道の駅の開設には商品の品揃えが重要になるので、今後、商・工・農業者

の協力が必要になる。 

 

⑵ その他 

  次回の協議会は、１２月２２日（水）午前１０時から行う。 

 

－ 以上 － 

 

 

会議の公開・ 
非公開の別 

☑公  開               傍聴者：  ０ 人 

□一部公開 

□非公開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

会議録の開示・ 
非開示の別 

☑開  示 

□一部開示（根拠法令等：                      ） 

□非 開 示（根拠法令等：                      ） 

 

庶 務 担 当 課 市民生活部 地域振興課 （内線：２２５） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


